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(57)【要約】
【課題】本発明は、工作機械の種類を問わず、工作機械
自身の構造を複雑化することなく、種々の工作機械に設
けられたスクロールチャックの取り換え作業を、一人で
より簡単に実施することが可能な、スクロールチャック
取り換え治具を提供することを課題とする。
【解決手段】本発明は、工作機械を構成するスクロール
チャックを取り換える際に用いられるスクロールチャッ
ク取り換え治具１であって、スクロールチャックの外径
よりも大きく形成された内径部１１を有し、内径部１１
の下方位置にスクロールチャックの直径よりも小さく形
成された下方開口部１３とを有する治具本体部１０と、
治具本体部１０の上方位置に設けられたフック取付部４
０と、治具本体部１０の下方開口部１３近傍に設けられ
たローラ５１とを備えたことを特徴としている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　工作機械を構成するスクロールチャックを取り換える際に用いられるスクロールチャッ
ク取り換え治具であって、
　前記スクロールチャックの外径よりも大きく形成された内径部を有し、前記内径部の下
方位置に前記スクロールチャックの直径よりも小さく形成された下方開口部とを有する治
具本体部と、
　前記治具本体部の上方位置に設けられたフック取付部と、
　前記治具本体部の前記下方開口部近傍に設けられたローラとを備えた
ことを特徴とするスクロールチャック取り換え治具。
【請求項２】
　前記下方開口部を成す一対の前記内径部端部のそれぞれに、二つのローラから成るロー
ラ部が設けられており、
　前記ローラと前記スクロールチャックの外周面との接触点が、同一円周上に位置するよ
うに、それぞれの前記ローラが設けられ、
　前記ローラ部を成す隣接する前記ローラの間隔が、前記スクロールチャックの外周部に
形成された溝部よりも大きい
請求項１に記載のスクロールチャック取り換え治具。
【請求項３】
　前記スクロールチャックの外径寸法の縮小方向の変化に対応すべくガイド部が設けられ
ており、
　前記ガイド部が、ガイドバー部と、前記ガイドバー部の一方端部を前記治具本体部の上
方位置に回動自在に固定するバー取付部とを用いて構成され、
　前記ガイドバー部の他方端部であるガイドバー先端部が、所定の曲面を有すべく形成さ
れている
請求項１または２に記載のスクロールチャック取り換え治具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工作機械（例えば、旋盤）を構成するスクロールチャックを取り換える際に
用いられる、スクロールチャック取り換え治具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、旋盤等の工作機械は、被工作物を把持すべくスクロールチャックを有してい
る。このスクロールチャックは、被工作物の寸法等に応じて取り換え作業が必要な場合が
ある。
【０００３】
　このスクロールチャックの取り換え作業は、その工作機械の種類によって、自動的に行
われる場合（特許文献１参照）もあれば、主に作業員の手作業にて行われる場合もある。
【０００４】
　スクロールチャックの自動取り換え装置を有する工作機械は、構造が複雑になると共に
装置が大型化し、その製造コストも高価になるという問題があった。また、スクロールチ
ャックの取り換え作業を、主に作業員の手作業にて行う場合には、スクロールチャックの
重さが約３０ｋｇ程度であるため、一人ではかなりの重労働になるという問題があった。
また、仮に二人以上でスクロールチャックの取り換え作業を行う場合でも、作業が煩雑に
なるという問題があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平０５－２５３７１１号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　そこで、本発明は、上記従来技術の問題を解決するためになされたものであって、工作
機械の種類を問わず、工作機械自身の構造を複雑化することなく、種々の工作機械に設け
られたスクロールチャックの取り換え作業を、一人でより簡単に実施することが可能とな
る技術を提供することを課題とする。
　より具体的には、本発明は、上記従来技術の問題を解決するためになされたものであっ
て、工作機械を構成するスクロールチャックを取り換える際に用いられる、比較的簡単な
構成で且つ非常に効果的に使用可能なスクロールチャック取り換え治具を提供することを
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第一態様は、上記課題を解決するためになされたものであり、工作機械を構成
するスクロールチャックを取り換える際に用いられるスクロールチャック取り換え治具で
あって、前記スクロールチャックの外径よりも大きく形成された内径部を有し、前記内径
部の下方位置に前記スクロールチャックの直径よりも小さく形成された下方開口部とを有
する治具本体部と、前記治具本体部の上方位置に設けられたフック取付部と、前記治具本
体部の前記下方開口部近傍に設けられたローラとを備えたことを特徴としている。
【０００８】
　このような構成を有するスクロールチャック取り換え治具によれば、前記スクロールチ
ャックの取り換え作業を、一人の作業者にて簡単に実施することができる。具体的には、
前記スクロールチャック取り換え治具を用いて、次のような工程が実施される。
　第一工程としては、前記フック取付部にクレーン（例えば、ホイスト式天井クレーン）
の先端部に設けられたフックを取り付けた状態とし、前記クレーンを稼働させて、前記ス
クロールチャック取り換え治具を前記工作機械近傍（前記スクロールチャック近傍）に移
動させる。＜治具稼働工程＞
　第二工程としては、前記クレーンを稼働させて、前記内径部を前記スクロールチャック
の正面から前記スクロールチャックの外周部に沿うように取り付け、前記クレーンに若干
のテンションをかける。すなわち、前記スクロールチャック取り換え治具を前記スクロー
ルチャックに取り付けた状態にて、前記スクロールチャックを上方に持ち上げる方向に、
前記クレーンにわずかなテンションをかける。＜治具着脱工程＞
　第三工程としては、前記第二工程の状態にて、前記スクロールチャックの背面側に設け
られているボルト（前記スクロールチャックを主軸台のフランジに固定しているボルト）
を緩めて、前記フランジから前記スクロールチャックを取り外し可能とする。＜ボルト着
脱工程＞
　第四工程としては、前記第三工程の状態にて、前記クレーンを稼働させることにより、
前記スクロールチャック取り換え治具に保持された前記スクロールチャックを所定の場所
（保管場所等）に移動させる。この際、前記スクロールチャック取り換え治具の前記下方
開口部から、前記スクロールチャックの一部は露出している。したがって、前記スクロー
ルチャック取り換え治具にて保持された前記スクロールチャックは、所定の場所に載置さ
れた状態で一部が接地し、その状態にて前記クレーンを稼働させて、前記スクロールチャ
ック取り換え治具を前記スクロールチャックから取り外すことができる。＜スクロールチ
ャック着脱工程＞
【０００９】
　また、このような構成によれば、前記第一工程から前記第四工程までを順番に実施する
ことによって、前記工作機械から前記スクロールチャックを取り外すことが可能であると
共に、前記第四工程から前記第一工程までを逆の順番に実施することによって、前記工作
機械に前記スクロールチャックを取り付けることができる。すなわち、本発明によれば、
このように構成されたスクロールチャック取り換え治具を適切に用いることによって、前
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記スクロールチャックの取り換え作業を一人の作業者にて簡単に実施することができる。
【００１０】
　さらに、このような構成によれば、前記下方開口部近傍に前記ローラが設けられている
ため、前記スクロールチャック取り換え治具を用いて前記スクロールチャックの取り付け
作業を行う際、前記スクロールチャックと前記フランジとの位置合わせ（ボルトで固定す
る際の位置合わせ）を容易に行うことができる。つまり、このような構成によれば、前記
スクロールチャック取り換え治具にて前記スクロールチャックを保持した状態で、前記ロ
ーラを介して前記スクロールチャックを回転させることができるため、前記スクロールチ
ャックと前記フランジとの位置合わせを簡単に実施することができる。
【００１１】
　また、本発明の第二態様にかかるスクロールチャック取り換え治具は、上述した第一態
様において、前記下方開口部を成す一対の前記内径部端部のそれぞれに、二つのローラか
ら成るローラ部が設けられており、前記ローラと前記スクロールチャックの外周面との接
触点が、同一円周上に位置するように、それぞれの前記ローラが設けられ、前記ローラ部
を成す隣接するローラの間隔が、前記スクロールチャックの外周部に形成された溝部より
も大きいことが好ましい。
【００１２】
　この好ましい構成によれば、前記内径部端部のそれぞれに設けられた前記ローラ部が、
少なくとも二つのローラを用いて構成され、隣接する前記ローラのいずれかが前記溝部以
外の前記スクロールチャックの外周面に接触することとなるため、前記ローラが前記溝部
に落ち込むことはない。つまり、前記スクロールチャック取り換え治具にて前記スクロー
ルチャックを保持した際、あるいは前記スクロールチャックを保持した状態で回転させる
際、前記溝部がそれぞれの前記ローラに引っかかったり落ち込んだりすることがない。し
たがって、このような構成によれば、前記スクロールチャックの保持を適切に実施可能で
あると共に、前記スクロールチャックと前記フランジとの位置合わせを簡単且つ確実に実
施することができる。
【００１３】
　さらに、本発明の第三態様にかかるスクロールチャック取り換え治具は、上述した第一
態様または第二態様において、前記スクロールチャックの外径寸法の縮小方向の変化に対
応すべくガイド部が設けられており、前記ガイド部が、ガイドバー部と、前記ガイドバー
部の一方端部を前記治具本体部の上方位置に回動自在に固定するバー取付部とを用いて構
成され、前記ガイドバー部の他方端部であるガイドバー先端部が、所定の曲面を有すべく
形成されていることが好ましい。
【００１４】
　この好ましい構成によれば、前記スクロールチャックの寸法に応じて、前記内径部にて
保持する場合と、前記ガイド部にて保持する場合とを選択可能であるため、一つのスクロ
ールチャック取り換え治具で複数寸法のスクロールチャックの取り換え作業を実施するこ
とができる。例えば、１０インチのスクロールチャックに対しては前記内径部にて保持し
た状態で取り換え作業を行い、９インチのスクロールチャックに対しては前記ガイド部を
用いて保持した状態で取り換え作業を行うことが可能となる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、工作機械の種類を問わず、工作機械自身の構造を複雑化することなく
、種々の工作機械に設けられたスクロールチャックの取り換え作業を、一人でより簡単に
実施することができる、比較的簡単な構成で且つ非常に効果的に使用可能なスクロールチ
ャック取り換え治具を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具の概略図を示したも
のであり、図１（ａ）はスクロールチャック取り換え治具の概略正面図、図１（ｂ）はス
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クロールチャック取り換え治具の概略側面図である。
【図２】本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具を用いてスクロール
チャックの取り換え作業を行う際の作業工程を説明するための概略斜視図を示したもので
あり、図２（ａ）はスクロールチャック取り換え治具の稼働工程（治具稼働工程）を示す
概略斜視図、図２（ｂ）はスクロールチャック取り換え治具の取り付け・取り外し工程（
治具着脱工程）を示す概略斜視図、図２（ｃ）はボルトの取り外し・取り付け工程（ボル
ト着脱工程）を示す概略斜視図、図２（ｄ）はスクロールチャックの取り外し・取り付け
工程（スクロールチャック着脱工程）を示す概略斜視図であるである。
【図３】図２（ｂ）に示した破線領域IIIの拡大概略斜視図を示したものである。
【図４】本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具の使用方法の一例を
示したものであり、具体的には、スクロールチャック取り換え治具およびスクロールチャ
ック（９インチ）の概略正面図である。
【図５】本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具を使用可能な旋盤（
工作機械）の概略側面図を示したものである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面に基づき、本発明の実施形態について説明する。
【００１８】
　図１は、本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具の概略図を示した
ものであり、図１（ａ）はスクロールチャック取り換え治具の概略正面図、図１（ｂ）は
スクロールチャック取り換え治具の概略側面図を示している。図２は、本発明の実施形態
にかかるスクロールチャック取り換え治具を用いてスクロールチャックの取り換え作業を
行う際の作業工程を説明するための概略斜視図を示したものであり、図２（ａ）はスクロ
ールチャック取り換え治具の稼働工程（治具稼働工程）、図２（ｂ）はスクロールチャッ
ク取り換え治具の取り付け・取り外し工程（治具着脱工程）、図２（ｃ）はボルトの取り
外し・取り付け工程（ボルト着脱工程）、図２（ｄ）はスクロールチャックの取り外し・
取り付け工程（スクロールチャック着脱工程）を示している。図３は、図２（ｂ）に示し
た破線領域IIIの拡大概略斜視図を示したものである。図４は、本発明の実施形態にかか
るスクロールチャック取り換え治具の使用方法の一例を示したものであり、具体的には、
スクロールチャック取り換え治具およびスクロールチャック（９インチ）の概略正面図を
示している。さらに、図５は、本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治
具を使用可能な旋盤（工作機械）の概略側面図を示したものである。
【００１９】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、例えば、図５に示したよう
な旋盤３００（本発明の「工作機械」に相当）に設けられているスクロールチャック１０
０の取り換え作業を行うために用いられる。この図５に示された旋盤３００は、一般的な
構成を有するものであり、ベッド３１０、往復台３２０、心押台３３０、主軸台３４０、
ブレーキ３５０、および主軸台３４０に取り付けられているスクロールチャック１００等
を用いて構成されている。
　以下においては、特に説明しない限り、この図５のように構成された一般的な旋盤３０
０（工作機械）に設けられたスクロールチャック１００の取り換え作業を行うものとする
。
【００２０】
　図１等に示すように、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、治具
本体部１０、ガイド部２０、ストッパ部３１、フック取付部４０、およびローラ部５０を
用いて構成されている。このスクロールチャック取り換え治具１は、後述するように、二
つのサイズ（例えば、９インチと１０インチ）のスクロールチャック１００，２００の取
り換え作業を実施可能であるように構成されている。
【００２１】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１を成す治具本体部１０は、図１
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等に示すように、所定の厚さ（スクロールチャック１００を保持可能な強度を有する厚さ
）の板状部材の内側に、内径部１１を有すべく構成されている。本実施形態において、こ
の内径部１１は、１０インチのスクロールチャック１００の外径よりも大きく形成されて
おり、内径部１１の下方位置にはスクロールチャック１００の直径よりも小さく形成され
た下方開口部１３を有している。この下方開口部１３は、内径部１１の下方位置に内径部
１１の一部を成すべく構成された左右の内径部端部１２の間に設けられた空間である。本
実施形態においては、この下方開口部１３の空間距離Ｌ（図１（ａ）参照）は、１０イン
チのスクロールチャック１００および９インチのスクロールチャック２００の直径よりも
小さい値に設定されている。つまり、下方開口部１３の空間距離Ｌは、スクロールチャッ
クを内径部１１にて適切に保持するために、使用が想定される最も小さなスクロールチャ
ックの直径よりも小さい値に設定されている。
【００２２】
　また、本実施形態においては、この治具本体部１０は、例えば、ＳＳ４００、Ｓ２５Ｃ
、あるいはステンレス等の金属材料を用いて構成されることが好ましい。この好ましい材
料の中から、ＳＳ４００を選択して治具本体部１０を形成する場合、その強度と取扱い易
さ等とを考慮して、その厚さは２０ｍｍ～２５ｍｍ程度であることが好ましい。
　さらに、この治具本体部１０の形成材料は、上述した金属材料に限定されず、例えば、
合成樹脂、硬質ゴム、あるいは木材等を用いてもよい。これらの材料の中から、合成樹脂
を選択して治具本体部１０を形成する場合、その強度と取扱い易さ等とを考慮して、その
厚さは２５ｍｍ～３０ｍｍ程度であることが好ましい。
【００２３】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１を成すガイド部２０は、図１等
に示すように、治具本体部１０の上方位置の左右にそれぞれ一つずつ（表裏合わせて計４
つ）設けられたガイドバー部２１と、このガイドバー部２１を治具本体部１０に回動自在
に固定するバー取付部２２とを用いて構成されている。このガイド部２０を成すガイドバ
ー部２１は、その一方端部を治具本体部１０の上方位置に、バー取付部２２を用いて回動
自在に固定されている。また、ガイドバー部２１の他方端部であるガイドバー先端部２１
ａは、９インチのスクロールチャック２００の外周部の形状に沿うように、Ｒ１１５～Ｒ
１２０程度の湾曲形状を有すべく形成されている。このガイドバー先端部２１ａは、Ｒ１
１５．５程度の湾曲形状を有すべく形成されていることがより好ましい。さらに、バー取
付部２２は、ボルト等を用いて構成されている。
【００２４】
　また、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１の上方部には、上述した
ガイド部２０の固定位置を制御するためのストッパ部３１が設けられている。このストッ
パ部３１は、ピンやボルト等の棒状部材を治具本体部１０の上方位置の所定箇所に埋め込
み等することによって構成されている。このストッパ部３１は、ガイドバー部２１をバー
取付部２２を中心として回動させた際、ガイドバー部２１の先端部（ガイドバー先端部２
１ａ）が、スクロールチャック２００の外周部を保持する箇所に適切に設定される位置に
設けられている。
【００２５】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１を成すフック取付部４０は、図
１等に示すように、治具本体部１０の上方位置に固定されている。このフック取付部４０
は、リング部４１とボルト部４２とを用いて構成されている。フック取付部４０を成すリ
ング部４１は、クレーン先端部のフックを取り付け可能な形状（リング形状）に構成され
ている。フック取付部４０を成すボルト部４２は、リング部４１と一体的に形成されてお
り、フック取付部４０を治具本体部１０の上方位置（に形成されためねじ部）に固定すべ
く構成されている。
【００２６】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１を成すローラ部５０は、図１等
に示すように、複数のローラ５１と、このローラ５１を治具本体部１０の内径部端部１２
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近傍に支持するローラ支持部５２とを用いて構成されている。具体的には、治具本体部１
０の左右の内径部端部１２の表裏に、二つずつ（計８つ）のローラ５１が設けられており
、これらのローラ５１は、支持部５２を用いて、回転可能な状態で内径部端部１２近傍に
支持されている。
【００２７】
　さて、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、以上のように構成さ
れており、この特徴的な構成を有するスクロールチャック取り換え治具１を用いたスクロ
ールチャック１００の取り換え作業は、次のように行われる。
【００２８】
　まず、図２等を用いて、スクロールチャックの取り換え時における取り外し作業につい
て説明する。
【００２９】
　図２（ａ）に示すように、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１を用
いて、スクロールチャック１００の取り外し作業を行う場合には、第一工程として、フッ
ク取付部４０のリング部４１にクレーンを成すチェーンＣの先端部に設けられたフックＨ
を取り付けた状態とし、クレーンを稼働させて、スクロールチャック取り換え治具１を工
作機械を成すスクロールチャック１００近傍に移動させる。＜治具稼働工程＞
【００３０】
　次いで、第二工程として、図２（ｂ）に示すように、クレーンを稼働させて、スクロー
ルチャック取り換え治具１をスクロールチャック１００に近づく方向（図２（ａ）のＸ２
方向）に移動させ、内径部１１をスクロールチャック１００の正面側からスクロールチャ
ック１００の外周部に沿うように取り付け、その状態でクレーンを成すチェーンＣに若干
のテンションをかける。すなわち、スクロールチャック取り換え治具１をスクロールチャ
ック１００に取り付けた状態にて、スクロールチャック取り換え治具１の内径部１１を介
して、スクロールチャック１００を上方に持ち上げる方向に、チェーンＣにわずかなテン
ションをかける。＜治具着脱工程（治具装着工程）＞
【００３１】
　次いで、第三工程として、図２（ｃ）に示すように、クレーン等については上記第二工
程の状態を維持しつつ、スクロールチャック１００の背面側に設けられているボルトＢ（
スクロールチャック１００を主軸台３４０のフランジＦに固定しているボルトＢ）を緩め
て、フランジＦからスクロールチャック１００を取り外し可能とする。＜ボルト着脱工程
（ボルト離脱工程）＞
【００３２】
　次いで、第四工程として、図２（ｄ）に示すように、上記第三工程の状態からクレーン
を稼働させることにより（図２（ｄ）のＸ１方向に稼働させることにより）、スクロール
チャック取り換え治具１に保持されたスクロールチャック１００を所定の場所（保管場所
等）に移動させることができる。この際、スクロールチャック取り換え治具１の下方開口
部１３から、スクロールチャック１００の一部は露出している。したがって、スクロール
チャック取り換え治具１にて保持されたスクロールチャック１００は、所定の場所に載置
された状態で一部が接地し、その状態にてクレーンを稼働させることによって、スクロー
ルチャック１００からスクロールチャック取り換え治具１を取り外すことができる。＜ス
クロールチャック着脱工程（スクロールチャック離脱工程）＞
【００３３】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１によれば、上述した第一工程か
ら第四工程までを順番に実施することによって、工作機械からスクロールチャック１００
を簡単に取り外すことができる。つまり、「治具稼働工程」「治具装着工程」「ボルト離
脱工程」「スクロールチャック離脱工程」の順番で作業を行うことによって、工作機械の
種類を問わず、工作機械自身の構造を複雑化することなく、種々の工作機械に設けられた
スクロールチャック１００の取り外し作業を、一人でより簡単に実施することができる。
【００３４】
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　また、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１によれば、上述した第一
工程から第四工程までを逆の順番（すなわち、第四工程から前記第一工程の順番）に実施
することによって、工作機械にスクロールチャック１００を簡単に取り付けることができ
る。
　つまり、図２（ｄ）に示すように、スクロールチャック１００をスクロールチャック取
り換え治具１で保持した状態でクレーンをＸ２方向に稼働させることによって、スクロー
ルチャックを装着する「スクロールチャック装着工程」、図２（ｃ）に示すように、図２
（ｄ）の状態を保持しつつ、スクロールチャック１００をローラ部５０を介して回転させ
て、スクロールチャック１００のめねじ部ＮとフランジＦの貫通孔部との位置合わせを行
った後、ボルトＢの締結処理を行う「ボルト装着工程」、図２（ｂ）に示すように、ボル
トＢの締結後にスクロールチャック１００からスクロールチャック取り換え治具１を取り
外す「治具離脱工程」、さらに、図２（ａ）に示すように、スクロールチャック１００か
ら離脱されたスクロールチャック取り換え治具１をクレーンを介して稼働させて、スクロ
ールチャック取り換え治具１を所定の保管場所等に移動させる「治具稼働工程」の順番で
作業を行うことによって、スクロールチャック１００の取り付け作業を、一人で簡単に実
施することができる。
【００３５】
　すなわち、本実施形態によれば、このように構成されたスクロールチャック取り換え治
具１を上述したような方法にて適切に用いることにより、工作機械の種類を問わず、工作
機械自身の構造を複雑化することなく、種々の工作機械に設けられたスクロールチャック
１００の取り換え作業（取り外し作業および取り付け作業）を、一人でより簡単に実施す
ることができる。
【００３６】
　また、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１によれば、図３に示すよ
うに、ローラ部５０を成す隣接するローラ５１間が、スクロールチャック１００の外周部
に設けられた溝部Ｍに対してそれぞれのローラ５１が落ち込まない間隔あるいは位置に設
定されている。
【００３７】
　具体的には、例えば、各ローラ５１とスクロールチャック１００の外周面との接触点が
、同一円周上に位置するように、それぞれのローラ５１が設けられている。この際、隣接
するローラ５１のスクロールチャック１００との接触点間隔は、溝部Ｍよりも大きくなる
べく、隣接するローラ５１の間隔は定められる。このような構成とすることにより、隣接
するローラ５１のいずれかが溝部Ｍ以外のスクロールチャック１００の外周面に接触する
こととなるため、ローラ５１が溝部Ｍに（溝部Ｍがローラ５１に）落ち込むことはない。
【００３８】
　また、例えば、隣接するローラ５１の中心間距離が溝部Ｍよりも大きく設定され、且つ
隣接するローラ５１間の最短距離が溝部Ｍよりも小さく設定されてもよい。このような構
成であれば、少なくとも隣接するローラ５１のいずれかが溝部Ｍ以外のスクロールチャッ
ク１００の外周面に接触するため、ローラ５１が溝部Ｍに（溝部Ｍがローラ５１に）落ち
込むことはない。
【００３９】
　つまり、本実施形態によれば、治具本体部１０の表裏左右にそれぞれローラ部５０が設
けられ、４つのローラ部５０を構成する８つのローラ５１は、それぞれのローラ５１の設
置位置や隣接するローラの間隔等が上記のように設定されている。したがって、このよう
な構成によれば、内径部１１にてスクロールチャック１００を保持し、スクロールチャッ
ク１００を回転させながらフランジＦとの位置合わせを行う場合であっても、溝部Ｍがロ
ーラ５１に落ち込まないので、位置合わせをスムーズ且つ適切に実施することができる。
【００４０】
　さらに、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、図４に示すように
、これまで説明した１０インチのスクロールチャック１００の取り換え作業に加え、９イ
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ンチのスクロールチャック２００の取り換え作業にも適用可能である。ここで、図４は、
本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１の使用方法の一例を示した
ものであり、具体的には、スクロールチャック取り換え治具１および９インチのスクロー
ルチャック２００の概略正面図を示したものである。なお、この図４においては、スクロ
ールチャック２００は簡略化して表現している（爪部等の記載は省略している）。
【００４１】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１によれば、図４に示すように、
ボルト等から成るバー取付部２２を緩めた状態で、バー取付部２２を中心としてそれぞれ
のガイドバー部２１を内側方向（図４のＲ方向）に回動させて、ガイドバー部２１がスト
ッパ部３１に接触した段階でバー取付部２２を締め付けて、ガイドバー部２１を固定する
。図４は、このようにしてガイドバー部２１を固定した状態を示しており、この図４の状
態において、ガイドバー先端部２１ａは、９インチのスクロールチャック２００の外周面
に沿うような形状に形成されている。
【００４２】
　本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１を構成するガイド部２０は、基
本的には、図１等に示すように、内径部１１側にはみ出すことなく、治具本体部１０内に
収まるように構成されている。そして、１０インチのスクロールチャック１００の取り換
え作業を行う場合には、図１等に示すように、ガイド部２０が治具本体部１０内に収まっ
た状態でスクロールチャック取り換え治具１が用いられ、９インチのスクロールチャック
２００の取り換え作業を行う場合には、図４に示すように、ガイドバー部２１を回動さて
固定した状態でスクロールチャック取り換え治具１が用いられる。
【００４３】
　９インチのスクロールチャック２００の取り換え作業を行う手順等は、基本的には先に
説明した１０インチの場合と同様であり、ガイド部２０の設定状態のみが異なる。つまり
、９インチのスクロールチャック２００の取り換え作業については、図４に示した状態の
スクロールチャック取り換え治具１を用いる点のみが、先に説明した１０インチの場合と
異なる。
【００４４】
　さて、本実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、以上のように構成さ
れ使用されるため、次のような作用効果を得ることができる。以下、適宜図１～図５も参
照しつつ、具体的な作用効果等について説明する。
【００４５】
　本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、工作機械（旋盤３０
０）を構成するスクロールチャック１００，２００を取り換える際に用いられるスクロー
ルチャック取り換え治具１であって、スクロールチャック１００，２００の外径よりも大
きく形成された内径部１１を有し、内径部１１の下方位置にスクロールチャック１００，
２００の直径よりも小さく形成された下方開口部１３とを有する治具本体部１０と、治具
本体部１０の上方位置に設けられたフック取付部４０と、治具本体部１０の下方開口部１
３近傍に設けられたローラ５１とを備えたことを特徴としている。
【００４６】
　このような構成を有するスクロールチャック取り換え治具１によれば、既に説明したそ
の構成や取扱い方法等に基づき、スクロールチャック１００，２００の取り換え作業を、
一人の作業者にて簡単に実施することができる。すなわち、このような構成によれば、工
作機械の種類を問わず、工作機械自身の構造を複雑化することなく、種々の工作機械に設
けられたスクロールチャックの取り換え作業を、一人でより簡単に実施することができる
。
【００４７】
　また、本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、上述した構成
において、下方開口部１３を成す一対の内径部端部１２のそれぞれに、二つのローラ５１
から成るローラ部５０が設けられており、ローラ部５０を成す隣接するローラ５１の間隔
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が、スクロールチャックの外周部に形成された溝部Ｍよりも小さいことが好ましい。
【００４８】
　この好ましい構成によれば、内径部端部１２のそれぞれに設けられたローラ部５０が、
少なくとも二つのローラ５１を用いて構成され、この隣接するローラ５１の間隔がスクロ
ールチャック１００，２００の外周部に形成された溝部Ｍよりも小さいため、スクロール
チャック取り換え治具１にてスクロールチャック１００，２００を保持した際、あるいは
スクロールチャック１００，２００を保持した状態で回転させる際、溝部Ｍがそれぞれの
ローラ５１に引っかかったり落ち込んだりすることがない。したがって、このような構成
によれば、スクロールチャック１００，２００の保持を適切に実施可能であると共に、ス
クロールチャック１００，２００とフランジＦとの位置合わせを簡単且つ確実に実施する
ことができる。
【００４９】
　さらに、本発明の実施形態にかかるスクロールチャック取り換え治具１は、上述した構
成において、スクロールチャック１００，２００の外径寸法の縮小方向の変化に対応すべ
くガイド部２０が設けられており、ガイド部２０が、ガイドバー部２１と、ガイドバー部
２１の一方端部を治具本体部１０の上方位置に回動自在に固定するバー取付部２２とを用
いて構成され、ガイドバー部２１の他方端部であるガイドバー先端部２１ａが、所定の曲
面を有すべく形成されていることが好ましい。
【００５０】
　この好ましい構成によれば、スクロールチャック１００，２００の寸法に応じて、内径
部１１にて保持する場合と、ガイド部２０にて保持する場合とを選択可能であるため、一
つのスクロールチャック取り換え治具１で複数寸法のスクロールチャック１００，２００
の取り換え作業を実施することができる。例えば、１０インチのスクロールチャック１０
０に対しては内径部１１にて保持した状態で取り換え作業を行い、９インチのスクロール
チャック２００に対してはガイド部２０を用いて保持した状態で取り換え作業を行うこと
が可能となる。
【００５１】
＜その他の実施形態＞
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に適合し得る
範囲で必要に応じて種々の変更を加えて実施することも可能であり、それらはいずれも本
発明の技術的範囲に含まれる。
【００５２】
　上記実施形態においては、ローラ部５０が二つのローラ５１を用いて構成される場合に
ついて説明したが、本発明はこの構成に限定されない。したがって、例えば、必要に応じ
て三つ以上のローラを用いて、ローラ部を構成してもよい。この際、隣接するローラ間の
距離は、スクロールチャックの外周部に形成された溝部との兼ね合いで（ローラが溝部に
引っかかったり落ちこんだりしないように）、適宜その寸法を決定することが好ましい。
【００５３】
　また、上記実施形態においては、ガイド部２０が、治具本体部１０の上方部の表裏左右
に一つずつ（計四つ）のガイドバー部２１を用いて構成される場合について説明したが、
本発明はこの構成に限定されない。したがって、例えば、必要に応じて、治具本体部１０
の表裏左右に二つずつ（計八つ）以上のガイドバー部２１を用いてガイド部２０を構成し
てもよい。このような構成によれば、ガイドバー部２１の設定位置に応じて、三種類（例
えば、寸法の種類）以上のスクロールチャックの取り換え作業に適応可能なスクロールチ
ャック取り換え治具を得ることができる。
【産業上の利用可能性】
【００５４】
　現在、一般的な旋盤等の工作機械におけるスクロールチャックの取り換え作業時には、
主に人力にてスクロールチャックの上げ下ろしが行われている。この作業は、スクロール
チャックの重さが約３０ｋｇ程度であるため、非常に重労働であり、一人での作業は非常
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に困難であった。また、このように一人では大変な作業であるため、通常、このスクロー
ルチャックの取り換え作業は、二人以上の作業員にて行われるが、その作業は非常に煩雑
であった。
【００５５】
　そこで、本件発明者は、上記のような種々の問題を抱えるスクロールチャックの取り換
え作業に対し、鋭意工夫を重ねることによって、上記問題を解決し産業上の利用可能性が
非常に高い、本発明にかかるスクロールチャック取り換え治具に想到した。本発明にかか
るスクロールチャック取り換え治具の具体的な構成や使用方法等は先に説明したとおりで
ある。
【００５６】
　本発明にかかるスクロールチャック取り換え治具によれば、一つの治具を用いて複数種
類（寸法）のスクロールチャックの取り換え作業を簡単に行うことができる。また、本発
明にかかるスクロールチャック取り換え治具によれば、クレーンを用いてこの治具の移動
等が可能であるため、クレーンで治具を吊り上げた状態でスクロールチャックへの装着が
できる。したがって、スクロールチャックを人力にて持ち上げる必要がなく、この治具も
横方向（上述した使用方法においては「正面側」）からスクロールチャックへの装着が可
能となる。加えて、スクロールチャックの上げ下ろしや移動を非常に簡単に実施すること
ができる。
　これらのことから、本発明にかかるスクロールチャック取り換え治具によれば、スクロ
ールチャックの取り換え作業を簡単に一人で実施可能で、かかる作業時の精神的・肉体的
負担を大幅に軽減することができる。また、本発明にかかるスクロールチャック取り換え
治具を用いることによって、スクロールチャックそのものやそれを固定しているボルト等
についても、落下のおそれや余計な負荷がかかることがなくなるため、各構成要素の耐久
性等を向上させることができる。
【符号の説明】
【００５７】
　　　１…スクロールチャック取り換え治具
　　１０…治具本体部
　　１１…内径部
　　１２…内径部端部
　　１３…下方開口部
　　２０…ガイド部
　　２１…ガイドバー部
　　２１ａ…ガイドバー先端部
　　２２…バー取付部
　　３１…ストッパ部
　　４０…フック取付部
　　４１…リング部
　　４２…ボルト部
　　５０…ローラ部
　　５１…ローラ
　　５２…ローラ支持部
　１００…スクロールチャック（１０インチ）
　２００…スクロールチャック（９インチ）
　３００…旋盤（工作機械）
　３１０…ベッド
　３２０…往復台
　３３０…心押台
　３４０…主軸台
　３５０…ブレーキ
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　　　Ｂ…ボルト
　　　Ｃ…チェーン
　　　Ｆ…フランジ
　　　Ｈ…フック
　　　Ｌ…下方開口部１３を成す空間距離
　　　Ｍ…溝部
　　　Ｎ…めねじ部

【図１】 【図２】
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